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(2) 電気伝導性を目的とした 3 種類の不均一系複合材料の研究では，分散質の粒度，粒度分布，樹脂と
の配合比，混合方法など多くの因子が複合材料の物性を左右する事例を示している口カーボンを分散
質とする複合材料では，カーボンに適当な高分子をグラフ卜してその分散性を高め所期の目的を達成
しているo また，分散媒としての樹脂の設計においては，目的に応じ分散質との親和性の適当なもの
を選択することが重要である乙とを示すとともに，導電性複合材料においては，一般的に樹脂の二次
転移温度が高いことが望ましく，また，同様の意味で架橋度を適当に高めることも有効であることを
示している。
(3) 導電性複合材料を用いて発熱素子を設計し，それを用いて高速の通電感熱記録システムを開発する
ことに成功している。この研究は，材料の研究をそれを組込む素子ならびにシステムの中で行った事
例を示すもので，発熱素子と記録紙を含む記録部の熱解析を含めたプロセス解析を行っている。
以上のように，本研究では，均一分散系材料ならびに不均一複合系材料 5 種の複合系有機材料の開発
と応用を研究し，目的とする物性も光物性ならびに各種の電気物性に及んでいる。そして，それらの材
料の物性を左右する諸因子を研究し，複合材料の設計にあたって考慮すべき多くの指針となるべき事項
を明らかにしている。また，これらの材料の応用研究を行い，それを実用可能なレベルまで深めている。
これらの研究結果は，高分子化学および高分子物性の基礎ならびに複合材料の新しい工業的応用の発展
i乙寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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